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最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

測量船による海洋観測実地体験

団 体 名 等 海上保安庁海洋情報部

3 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等
①学部学生　②理系学生が望ましい　③日本国籍保持者　④緊急時に、自力で避難行動ができること

⑤船上での生活の為、持病がないこと（医者は同行しません）　⑥担当官の指示に従って行動出来ること

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

活 動 期 間
～　9/5(木)

主な活動場所 日本近海
※具体的な内容欄を確認

【予定】2019/8/30(金)

0

食　費 約  10,500

目 的 海洋立国を目指す日本を海洋観測の面で下支えしている機関の活動を知る

具体的な内容
（８００字程度）

海上保安庁海洋情報部所属の測量船に乗船させてもらい、日本近海で実施されている海洋
環境調査の実際を見聞し，担当官の指示のもとで基礎的な観測作業、及び船内作業を体験
する。また、活動期間中は無寄港となる為、約一週間船上での生活を経験する。

(調査内容)※下記は予定です。状況により変更の可能性があります。
海洋汚染調査及び放射能調査における、採水や採泥作業(深いところでは水深2,000m以上)

(活動スケジュール)
2019/8/30（金）　乗船、　東京港出港
　　　　　　　|
      　 9/5 （木）　函館港入港、下船
※上記は予定です。出入港予定港及び期間は天候等の都合により変更となる可能性があり
ます。8月下旬から9月中旬までの期間を空けられるように調整してください。

備 考

【注意事項】
・女子学生も応募可能です。
・測量船に乗船する為、酔い止め薬を持参してください。
・活動期間中、携帯電話の使用は出来ません。
【準備するもの】
①安全靴　②手袋　③カッパ　④動きやすい服装　を持参する。
※①はつま先に保護材の入ったもの、②は軍手のようなもの、③は普通の雨具で問題ありませ
ん。なお、②と③については無料で貸し出しが可能です。
【可能な範囲で準備するもの】
①ヘルメット　②救命胴衣　※貸出が可能です。
【事前打ち合わせ】
海上保安庁にて、事前打ち合わせを行います。船上での注意事項や安全面の説明を行いますの
で、参加必須です。

ウェブサイト等 【海上保安庁海洋情報部】　http://www1.kaiho.mlit.go.jp/

クリーニング代   約  5,000
奨励金額 18,500 円

計 約  39,500

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載
交通費 約　24,000 交通費：約24,000円

食費：実費（約1,500円/1日×7日=約10,500 円）
クリーニング代：5,000円程度

宿泊費


